
失われた砂浜がよみがえったＣＣＺ
うし すな はま

徳光ＣＣＺ：浜辺の景観と調和を図りながら、人々の交流空間として徳光C.C.Zが整備 徳光PAがあり、
高速道路から海浜公園
※C.C.Z. 整備計画：Costal(海岸)、Comunity(コミュニティ)、Zone(ゾーン)の略で、
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海岸事業により砂浜が回復するしくみ。 

古い記録からみた海岸の様子  
●相河新村（現在の白山市相川新町）の中心庄屋の大浦家の古文書には、享保 １３年（１７２８年）
という記録  があります。

●松任市史には、「かつて相河浦として賑わった砂丘地には、  

 
で開催された。」と当時の砂浜の広さが

明治２５年より ３２０ｍ、大正
明治３５年  ごろより７０ｍ、
 

広い砂浜が広がる徳光ＣＣＺですが、江戸時代には幅約750m

昭和44年ごろにはあった広大な砂浜が

てしまいました。

現在では直轄工事として昭和45年から離岸堤の整備を行い、 

←離岸堤が整備される
前の海岸の様子 

T-4

がん てい せい げんわ おこなり び

がん

そう

まっ とう し

伺えます。
うかが

し

しん むら げん ざい

かい さい

には「海浜までの距離は６町５３間半 (751.74m)
かい ひん ちょう けん はんきょ　りはく さんご

そう ご うら にぎ さ

めい じ

とう すな はま ひろじ

ちきゅう

てい せん

しょうたいねん

めい じ ねん

しょうたい

明治中ごろまで大きな石炭倉庫が  建ち並び、また、当時近村小学校の連合運動会がこの砂丘
た なら とう じ きん そん しょう がっ こう れん ごう うん どう かい さ きゅうめい じ なか おお せき たん そう こ

そう しん まち ちゅう しん おお うら ぶん ねん ねんほうしょう きょうしょご

そうしょう りょうねん

より５０ｍ後退大正１５年ごろ した。
こう たいねん

とう まち ぼくわ じ ど か し しん ないご ち

や け こ

ろくき

し

まえ

てい せいり

す

び

すな はまこう だい

かい がん よう

ねんしょう わ

ねんじちょっ かつ こう

ひろ すな

僅か40mにまで減少し
わず げん しょう

このため当時の建設省（現在の国土交通省）の
とう けん げん ざい こく ど こう つうせつじ しょう しょう

しょう

だい はば やくえ ど じはま

すな はま

ひろ

ふる かい がん よう すき　　　ろく

明治36年当時とほぼ同じ150mまで砂浜が

ざい

めい じ じねん とう おな

回復しました。
かい ふく

とく かい　がん　 じ　ぎょう

り 　がん　 てい 　

り 　がん　てい 　

うみ はい　　ご

はい　　ご

なみ よわ すな

すな

なみ

ほう　 こうい　　どう

じゅん　かん りゅう すな

ふせしん　しょくかい　がん

はっ　せい うち　がわ

すな　はま かい　 ふくみつ

とく はかみつ とく みつとく みつはま　　べ せい　　び

せい　　び けい　　かく

コミュニティーゾーンを創造し、
そう　　そう

ち

かい　　がい

かい そう　　ごう　 てき

海岸、背後地の公園などの施設を結びつけて総合的な
はい　　ご　　ち し　 せつこう　　えんがん むす

ちょう　わ こう　りゅう

りゃく

けい 　かん
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昭和45年にはじめて
徳光に離岸堤が設置
されました。 

 

 

日本海の厳しい波浪に
より砂浜が徐々に侵食
されています。
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現在では150ｍもの幅に
砂浜が回復しました。 

離岸堤が設置され砂浜
が回復してきました。
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　」

●昭和３４年当時の町土木課資料によると、相川新地内の汀線は、




